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　Abstract:　This report describes the activities of the 52nd Japanese Antarctic Research 
Expedition (JARE-52) during the 2010 ― 2011 austral summer.  JARE-52, as the fi  rst year 
of the “ VIIIth JARE 6-year program” , carried out various research projects and logistical 
plans.  Basic observations, composed of routine observations and monitoring 
observations, were continued as part of long-term observations, and a newly established 
prioritized research program  “ Global Warming Investigated from the Antarctic”  was 
started, comprising three sub-targets: “ Global Environmental Changes from the Antarctic 
Middle and Upper Atmosphere” ,  “ Responses of Southern Ocean Ecosystems in Global 
Warming”  and “ Current and Future Global Environment seen from Glacial ― Interglacial 
Cycles” .  Ten projects of the ordinary research observations program, including astronomy 
in Antarctica, were also carried out.  The largest tasks of the expedition were the setting of 
the large atmospheric MST/IS radar (PANSY) and the construction of a building for 
harnessing natural energy and providing garage space.  The main summer activities 
involved the transportation of materials, the maintenance of facilities at Syowa Station, 
and observations from on board the icebreaker RV Shirase and in the fi eld, including an 
inland trip to Dome Fuji Station.
　Given the extensive sea ice in Lüutzow-Höolm Bay following the 51st expedition, we 
expected diffi  cult conditions during the 2010 ― 2011  season and possibly challenges to 
　
overcome in accomplishing the entire program.  Our predictions proved to be accurate, as 
we encountered thick fast ice covered by a thick snow layer, and severe ice conditions in 
the pack ice area with folded ice.  The weather conditions were relatively calm in 
December but challenging in January, with long periods of strong wind, snowfall, and 
blowing snow, as well as record low sunshine hours.  Despite the conditions, we managed 
to accomplish most of the large-scale construction projects and observations that were 
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blowing snow, along with several blizzards, forcing us to change our fl   ight plans and 
abandon all operations in the Amundsen Bay area.
　An independent team on board the RV Umitaka-maru visited the Southern Ocean at 
110°  ―140°  E, where they encountered severe sea-ice conditions.  Sub-target 2 of the 
　
prioritized research proram (“ Responses of Southern Ocean Ecosystems in Global 
Warming” ) was met and other projects were accomplished.






















　2010年 11月に本隊が日本を出発した第 52次日本南極地域観測隊（以後，「第 52次隊」と
略記）は，12月下旬に昭和基地に到着，夏隊は約 2カ月近くの昭和基地を中心とした活動を




























　上記の計画を踏まえ，第 52次隊では，第 136回本部総会（2010年 6月 18日）において承
認された第 52次南極地域観測実施計画及び設営計画について，行動実施計画の検討を行い，
















































































































































































































フ ィ ー ル ド ア シ ス タ ン ト
装備










Table 3.　Members of JARE-52.
○越冬隊




第 37 次越冬隊気象庁観測部 宮 本 　 仁 美 
みや もと ひと み副　隊　長
（兼越冬隊長）
第 40 次越冬隊，第 49 次夏隊，



















 小 栗 　 秀 之 
お ぐり ひで ゆき
気象庁観測部 闍 
たか
野 　 松 美 
の まつ み
気象庁観測部
 杉 山 　 暢 昌 
すぎ やま のぶ まさ
気象庁観測部　 山 本 　敦　 
やま もと あつし
国立極地研究所南極観測センター
（元株式会社もしもしホットライン） 町 屋 　 広 和 























 池 田 　 満 久 






 礒 野 　 靖 子 
いそ の やす こ
気象庁地磁気観測所
 有 田 　 真 
あり た しん
一般研究観測
第 31 次越冬隊，第 44 次越冬隊
第 48 次越冬隊，第 50 次越冬隊
国立極地研究所南極観測センター
（大栄電設株式会社） 加 藤 　 凡 典 













（ヤンマー株式会社） 伊 東 　 裕 之 
い とう ひろ ゆき
〃
第 51 次夏隊国立極地研究所南極観測センター（コイダ工房）　 鯉 田 　淳　 
こい だ じゅん
〃
第 49 次越冬隊国立極地研究所南極観測センター（株式会社関電工） 岡 山 　 英 樹 
おか やま ひで き
〃
第 49 次夏隊国立極地研究所南極観測センター（いすゞ自動車株式会社） 谷 口 　 和 幸 

















（財団法人防衛弘済会） 工 藤 　 茂 巳 
く どう しげ み
調　　理
国立極地研究所南極観測センター
（財団法人主婦会館） 長 谷 川 　 雄 一 
は せ がわ ゆう いち
〃
国立極地研究所南極観測センター
（美祢市立美東病院） 兼 定 　 博 彦 
かね さだ ひろ ひこ
医　　療
国立極地研究所南極観測センター
（済生会長崎病院） 青 山 　 貴 子 
あお やま たか こ
〃
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（KDDI株式会社） 須 藤 　 和 之 
す どう かず ゆきLAN・イン
テルサット
国立極地研究所南極観測センター
（ミサワホーム株式会社） 渡 邉 　 慶 太 郎 
わた なべ けい た ろう
建築 • 土木
第 50 次越冬隊国立極地研究所南極観測センター
（特定非営利活動法人北海道山岳活動サポート） 樋 口 　 和 生 
ひ ぐち かず お
野外観測支援
稚内市教育委員会
 市 川 　 正 和 ◎








第 28 次越冬隊国立極地研究所副所長（極域情報担当）　 山内 　恭　 
やまのうち たかし隊　   長
（兼夏隊長）
第 23 次越冬隊
第 29 次越冬隊国立極地研究所南極観測センター 大 塚 　 英 明 ◎
おお つか ひで あき副　隊　長
（兼夏副隊長）
情報通信研究機構電磁波計測研究センター
 北 内 　 英 章 














 田 中 　 喜 年 
た なか き とし海底地形調査
・潮汐
国土地理院測図部
 小 野 里 　 正 明 
お の ざと まさ あき
測　　地
第 33 次夏隊，第 38 次夏隊，
第 43 次夏隊，第 44 次夏隊，
第 48 次夏隊，第 50 次夏隊
国立極地研究所研究教育系
 小 達 　 恒 夫 












新領域融合研究センター 小 林 　 悟 志 
こ ばやし さと し
第 51 次夏隊株式会社グローバルオーシャンディベロップメント
 太 田 　 晴 美 
おお た はる み地殻圏変動の
モニタリング











 中 村 　 卓 司 
なか むら たく じ
第 24 次夏隊石巻専修大学理工学部
 佐 々  木 　洋△ 





 橋 田 　 元 △
はし だ げん
第 37 次越冬隊，第 46 次夏隊，
第 47 次夏隊， 第 48 次夏隊北海道大学低温科学研究所技術部 新 堀 　 邦 夫 
しん ぼり くに お
第 31 次夏隊，第 34 次越冬隊，
第 38 次越冬隊，第 42 次越冬隊，
第 45 次夏隊，第 46 次夏隊，
第 47 次夏隊，第 48 次夏隊，第 51次夏隊
国立極地研究所研究教育系
 本 山 　 秀 明 
もと やま ひで あき
国立極地研究所研究教育系
 倉 元 　 隆 之 
くら もと たか ゆき
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 小 野 　 数 也 
お の かず や
北海道教育大学教育学部
 尾 関 　 俊 浩 
お ぜき とし ひろ
東京海洋大学海洋工学部
 村 山 　 利 幸 ◎
むら やま とし ゆき
第 40 次夏隊同行者国立極地研究所研究教育系 闍 
たか
橋 　 晃 周 
はし あき のり
国立極地研究所研究教育系
 渡 辺 　 佑 基 
わた なべ ゆう き
広島大学大学院生物圏科学研究科　 長 沼 　毅　 
なが ぬま たけし
東京海洋大学海洋科学部
 北 出 　 裕 二 郎 △
きた で ゆう じ ろう
第 39 次夏隊筑波大学大学院生命環境科学研究科
 角 替 　 敏 昭 
つの がえ とし あき
第 40 次夏隊同行者国立極地研究所研究教育系Dunkley, Daniel J.
第 40 次夏隊九州大学大学院理学研究院
 宮 本 　 知 治 
みや もと とも はる
日本測量協会測量技術センター　 上 田　 淳一 　
うえ じゅんいち一般研究観測・
萌芽研究観測
第 51 次夏隊国立極地研究所南極観測センター（飛島建設株式会社） 山 中 　 義 憲 










（ミサワホーム近畿建設株式会社） 井 熊 　 英 治 
い くま えい じ
〃
第 51 次夏隊国立極地研究所南極観測センター（北陸ミサワホーム株式会社） 坂 下 　 大 輔 
さか した だい すけ
〃
国立極地研究所南極観測センター
（東光鉄工株式会社） 芳 賀 　 一 吉 





（鹿島道路株式会社 ) 木 村 　 直 之 
き むら なお ゆき
〃
国立極地研究所南極観測センター
 小 濱 　 広 美 





隊　員　歴　等所　　　　　属 氏 　　 名 
ふり がな
区　分




 小 端 　 拓 郎 
こ ばし たく ろう公開利用研究
（氷床コア分析）




 沖 田 　 博 文 
おき た ひろ ふみ
大学院学生
千葉大学大学院理学研究科
 加 藤 　 睦 実 
か とう むつ み
大学院学生
第 38 次夏隊同行者株式会社産業経済新聞社
 芹 澤 　 伸 生 ◎
せり ざわ のぶ お
報道関係者








 土 屋 　 好 寛 
つち や よし ひろ技術者
（氷海航行試験）




 平 田 　 義 彦 
ひら た よし ひこ技術者
（大型大気レーダー）
クリエート・デザイン株式会社
 野 城 　 佳 男 
の しろ よし お技術者
（大型大気レーダー）
株式会社ランドサーベイ
 白 石 　 晴 生 
しら いし はる お技術者
（大型大気レーダー）
中日本航空株式会社
 末 廣 　 哲 也 
すえ ひろ てつ や技術者
（ヘリコプター）
中日本航空株式会社
 浅 野 　 圭 吾 
あさ の けい ご技術者
（ヘリコプター）
北海道登別明日中等教育学校
 酒 井 　 誠 至 
さか い せい じ教育関係者
（派遣教員）
高知県立高知小津高等学校
 森 岡 　 美 和 
















 平 塚 　 悠 治 
ひら つか ゆう じ
研究者




 秋 葉 　 文 弘 
あき は ふみ ひろ
大学院学生
北海道大学大学院環境科学院
 高 尾 　 信 太 郎 
たか お しん た ろう
大学院学生
東北大学大学院農学研究科
 鈴 木 　 陽 大 
すず き あき ひろ
大学院学生
創価大学大学院工学研究科
 桑 原 ビクター 伸 一 
くわ はら しん いち
研究者
東京海洋大学海洋科学部
 甘 糟 　 和 男 
あま かす かず お
研究者
東京海洋大学海洋科学部
 茂 木 　 正 人 
もて き まさ と
研究者
東京海洋大学海洋科学部
 橋 濱 　 史 典 
はし はま ふみ のり
研究者
東京海洋大学海洋科学部
 小 野 　 敦 史 






































Table 4.　Summary of the summer operation of JARE-52.
「しらせ」行動概要
主　な　観　測　内　容行　  動実施結果計画日程 B計画日程 A
2010 年 11 月
船上観測 : 電離層長波電波観測，エアロゾル観測，「しらせ」晴海出港11 月 11 日11 月 11 日
　　海上重力観測，地磁気観測（全航路）
観測隊成田出発24 日11 月 24 日
「しらせ」フリーマントル入港・
乗船
25 日11 月 25 日
フリーマントル出港30 日11 月 30 日
浅海海洋観測，オーストラリア気象局漂流ブイ投入2010 年 12 月
南緯 55 度通過12 月 5 日12 月 5 日
浅海海洋観測（重点）
南緯 60 度西航開始（110 度線より）12 月 7 日12 月 7 日12 月 7 日
海底圧力計設置12 月 16 日
定着氷縁着12 月 20 日12 月 20 日12 月 12 日




ドーム旅行 :ルート上雪氷観測，氷床コア持ち帰り，昭和基地接岸12 月 31 日1 月 5 日12 月 23 日
　フィルンエアーサンプリング，浅層掘削，天文観測燃料バルク輸送1 月 2―5 日2011 年 1 月
昭和基地作業 :大型大気レーダー建設，氷上輸送5 ～ 10 日
　自然エネルギー棟建設，発電機オーバホール作業支援（～ 2 月 9 日）1 月 7 日～ 2 月 7 日
　その他越冬観測・設営の準備・引き継ぎ本格空輸21―23 日





2011 年 2 月
昭和基地越冬交代2 月 1 日2 月 1 日
　海底地形測量，氷上観測，氷海航行試験リュツォ・ホルム湾内海洋観測5日
S30, S16 ドーム隊ピックアップ12 日 ; 15 日，21 日2 月 14―15 日2 月 9―11 日
　氷海海洋観測（CTD,ネット等）定着氷縁観測
昭和基地最終便2 月 18 日2 月 20 日2 月 15 日
 海底圧力計揚収，海底重力観測24 日
　リーセル・ラルセン山等空撮・調査アムンゼン湾／防錆キャンセル2 月 23 日2 月 18―20 日
　係留系設置・回収ケープダンレー観測（66―72 度）2 月 27―28 日2 月 27 日～ 3 月 1 日2 月 24―27 日
2011 年 3 月
　浅海海洋観測（重点）重点観測 110 度線3 月 5―6 日3 月 6―7 日3 月 4―6 日
重点観測 150 度線10 日3 月 9 日3 月 8―9 日
北上開始（150 度線）11 日3 月 11 日3 月 11 日
　JAMSTEC漂流ブイ投入南緯 55度通過13 日3 月 13 日
　浅海海洋観測
「しらせ」シドニー入港18 日3 月 18 日
観測隊「しらせ」下船・帰国（成田）20 日3 月 20 日
「しらせ」シドニー出港22 日3 月 24 日
2011 年 4 月
「しらせ」帰国（横須賀）4 月 5 日4 月 10 日
「海鷹丸」行動概要
観　　測　　内　　容行　  動実施結果計画日程
2010 年 11 月2010 年 11 月
「海鷹丸」豊海出港11 月 12 日11 月 12 日
2010 年 12 月2010 年 12 月
「海鷹丸」フリーマントル入港12 月 19 日12 月 19 日
観測隊東京（成田）出発12 月 20 日12 月 20 日
フリーマントルにて「海鷹丸」乗船12 月 21 日12 月 21 日
フリーマントル出港12 月 24 日12 月 24 日
南緯 55度通過（南下）12 月 29 日12 月 29 日
長期係留系観測（CO2センサー，FRRF）
有殻翼足類の調査2011 年 1 月2011 年 1 月
南緯 55 度通過（北上）1 月 21 日1 月 21 日
「海鷹丸」ホバート入港1 月 22 日1 月 22 日
観測隊「海鷹丸」下船，ホバート
発
1 月 24 日1 月 24 日
観測隊帰国（成田）1 月 25 日1 月 25 日
「海鷹丸」ホバート出港1 月 27 日1 月 27 日
2011 年 3 月2011 年 3 月
















Fig. 1.　Windspeed (a) and cloud amount and sunshine duration (b) during the austral 
summer 2010―2011 at Syowa Station.


















12月 1月 2月 
日平均風速 
日最大風速 
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Shirase (Fremantle to Syowa)















































































































































　第 52次隊越冬隊は，1月下旬に昭和基地の引き継ぎを行い，2月 1日に第 51次隊と越冬を
交代した．











系設置 5箇所・回収 2箇所を 2日間で済ませることができた．以後，海洋観測，東経 110度









年 11月 12日～ 2011年 3月 4日）の内，フリーマントル―ホバート間（2010年 12月 24日











































































































　ミリ波分光計は，大気中の分子からから放射される 1 mm～数 mmの波長帯のスペクトル
線を測定し，インバージョン法によって分子の高度分布を求めるものである．分光計は超伝
導受信機，ビーム伝送光学系，中間周波信号処理部，デジタル分光部，較正用冷却黒体から
構成され，200―250 GHzの周波数帯にあるスペクトルを，受信帯域幅 1 GHz，周波数分解能



























ホバート間において，東経 110度線と 140度線を中心とした二つの海域で行われた（図 2参
照）．12月 24日にフリーマントルを出港し，オーストラリア EEZ（排他的経済水域）圏外よ










　深層係留系に設置した 3台のセディメントトラップ（水深 500 m，1500 m，3000 m）を用
いて，粒状物質の沈降量を 1年にわたり経時的に測定するもので，12月 31日，「海鷹丸」に
より南緯 59度 59分 9秒，東経 109度 58分 1秒，水深 4400 mに設置した．
（b） 重点観測点停船観測
　「海鷹丸」における観測と同一地点において，その前後の時期に「しらせ」往路及び復路
で共通の観測（CTD，採水，ノルパックネット観測）を実施した．12月 5日 :観測点 AJ1
（58.247°S, 110.000°E），6日 : AJ2（59.600°S, 110.001°E），6―7日 : AJ3（62.002°S, 110.013°E），
220 山内　恭
2011 年 3 月 5 日 : AJ1´（58.230°S, 110.000°E），6 日 : AJ2´（59.572°S, 110.014°E），7 日 : AJ3´









おいて 12月 6日，南緯 60度 2分 2秒，東経 110度 1分 2秒に投入し，「海鷹丸」により 12


























隊員 8名の支援を受けて進め，26日に出発となった．第 52次隊員・同行者 7名（本山リー
ダー，新堀，倉元，高遠，小端，日下，沖田），第 51次隊員 3名（立本，内田，岡田）が雪



























































































た係留系は 2年後の第 54次隊で回収予定である．設置地点は N1（長さ 352.6 m; 67°09.236´S, 
67°48.147´E），N2（777 m; 67°05.956´S, 67°47.369´E），N3（1457 m; 67°00.505´S, 67°45.422´E），
N4（1895 m; 66°49.593´S, 67°38.640´E），N5（2984 m; 66°19.800´S, 67°19.062´E）の 5地点で，

























































　エアロゾルゾンデの飛揚を 2月 5日に実施した．第 52次隊では 2台持ち込んだ内，1台は
レーザーの不調とノイズの問題で使用不可となったが，引き継ぎを優先して夏期の観測を実





















ら 108羽の雛がふ化したが，雛数は斬減し，2月 12日には 26羽と，繁殖に失敗する巣が多
かった．
　水くぐり浦の繁殖地においても営巣数は 170巣（12月 27日）から 95巣（1月 6日）に，
雛数は 48羽（1月 21日）から 27羽（2月 13日）と例年より少なかった．
　観測隊ヘリコプターを使った海氷状況センサスに併せ，ルンパ（1月 25日の撮影写真を後
日解析），シガーレン（1月 25日 :雛 0羽），ひょうたん島（1月 25日 :雛 4羽）の状況を空撮
で確認した．また，その他野外パーティーから，オングルカルベン（1月 25日 :雛 0羽），ま







































（C04）及び 60度（C06），東経 140度線の南緯 50度（D15），55度（D14），60度（D12），62
度 30分（D10）及び 65度（D07）の計 10 観測点を設定し，海底付近までの CTD 観測，栄養
塩の測定，ノルパックネットでのプランクトン採集を行った．ただし，観測点 D15 は航走
時間短縮のため，予定していた地点より西への変更を余儀なくされた（50°S，143°40´E）．













調査隊員・同行者計 4名（角替，宮本，Dunkley，加藤）は，2010年 12月 23日～ 2011年 2
月 18日までの約 2カ月間，「しらせ」ヘリコプター及び観測隊ヘリコプターを用いて，地質
調査及び岩石試料の採集を行った（図 3参照）．






















































地内（30日），ラングホブデ雪鳥沢（2011年 1月 2 ― 5日），パッダ（7 ― 9日），かなめ島（9























































　往路 2010年 12月 16日，4500 m深に海底圧力計を投入した．設置場所は海氷が多かった
が，開放水面を探して投入した．第 50―51次隊設置の海底圧力計の動作確認をしたが，第 50
次隊機のみから応答を得た．
　復路 2011年 2月 24日，第 52次隊往路で設置した海底圧力計の位置決めを行い，南緯 66













ヘッタにて第 51次隊設置の無人 GPS装置の保守・データ回収（12月 23日），再度測器回収
（1月 24日），スカルブスネスきざはし浜（12月 24―26日），ラングホブデ雪鳥沢（2011年 1
月 2―5日），パッダ（1月 7―9日），スカーレン大池（1月 14―17日）．パッダでは無人 GPS装






































































　昭和基地では，従来の送信電力 10 kWの 10C型電離層観測システム 1台と 30 mアンテナ，
そして第 51次隊で設置した，低電力で安定運用が可能な新型 FMCW電離層観測システム 2
台と 40 mデルタアンテナ 1基から構成されている．第 53次隊では，老朽化した前者に代わ
る 40 mデルタアンテナをもう 1基建設し，2基冗長化構成とする予定である．今回は，





















































和基地 IGS点 GPS連続観測局の保守を実施した．この点のデータは IGS（International GNSS 
Service）へ送信され，GPS衛星の軌道決定等に貢献している．
　第 41次隊により露岩域におけるポストグレーシャルリバウンドの検出を目的に設置され




測）を行っている．1月 9日，かなめ島に基準点 No. 5201を設置して GPS測量を実施した．
12日，からめて岬二つ岩（仮称）に基準点 No. 5202を新設し，GPS測量を実施した（図 3参
照）．2月 9日には明るい岬基準点 No. 197改測のため，GPS測量を実施した．2010年 12月
26日，スカルブスネスきざはし浜基準点 No. 5102において GPS測量等を予定したが，海氷
のため簡易験潮ができず，作業を中止した．ただし，1月 28日に簡易験潮予定点調査を実施





置確認ができるよう，1辺 3 m× 6 mの羽根を 3方向に白ペンキで塗装して作成している．
（c） 氷床上変動測量
　氷床変動の検出を目的に第 38次隊から実施しているもので，氷床上 P50，S16，S17の各地
点において，1月 29―30日に 24時間の GPS測量を実施した．
（d） 簡易空中写真測量






装置の用意が求められる．今期は，2011年 2月 1日に東オングル島 6コース計 174枚，2日














例の報告をし，安全意識の共有・高揚に努めた．夏期作業期間 12月 23日～ 2月 18日までの


























































































































































　12月 31日 2320 LT，年内ぎりぎりで接岸を果たし，年明けの 2日から貨油輸送を始めた．
昭和基地見晴らし岩から約 600 mの距離で，両側からホースを展長してつなぎ，送油を開始
した．途中，強風のための作業中断が数回あり，5日夕方までかかって軽油 600 kl及び「し





























　以上をまとめて，氷上輸送持ち込み物資 492.0 t，持ち帰り物資 280.3 t，貨油輸送 526.0 t


































　以上をまとめて，空輸による持ち込み物資 254.5 t，持ち帰り物資 165.3 tとなり，従って

















（BT-67） “ MIA”   32便は，早朝 0400 LTに S17へ向かっていると連絡があり，3日 2240 UTC
　
にノボザレフスカヤ基地滑走路発，0220 UTCに S17着予定だった．実際，昭和基地時間の
0505 LT（0205 UTC）には「しらせ」レーダーで 40 マイル西方に確認され，0524 LTには昭
和基地から視認，0537 LTに無事 S17滑走路に着陸した．DROMLAN機は給油の後，0640 LT
に離陸し，プログレス基地へ向かった（ボストーク基地の人員ピックアップが本務）．S17で
はホイールローダのタイヤを「もっこ」に入れてスリング輸送の準備を行い 0735 LTに完













　高床式冷凍パネル平屋建て，一部コルゲート付きで，本体部分 20 m× 5 m，100 m2の建物
である．パネル厚は 100 mm，パネルファスナー接合，内外装カラー鋼板 0.6 mm，パネル内
硬質ポリウレタン注入発泡断熱構造で，コルゲート部は溶融亜鉛メッキ仕上げである．第









　木質パネル構造で 3階建て，26.5× 12.0 m，建築面積 318 m2の大きな建物である．1，2
階壁と 2，3階床は木質パネル構造，1階床は ALC（軽量気泡コンクリート）とアルミデッキ











































































































































と新規持ち込み 3台の合計 18台で運用し，各作業現場に最低 1台は行き渡るようにした．ま
た，第一・第二夏期隊員宿舎に充電器を常備した．二つの隊での輻輳を避けるため，第 51























　食糧の搬入は，12月 23日に夏期隊員宿舎調理用の食糧を Aヘリポートから，1月 11日に
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行，野外観測パーティーへの同行（測地・地圏:かなめ島 ;地質・測地・地圏 :からめて岬 ; 







































































































































































・1月 28日，北海道登別明日中等教育学校，同校 1・2回生，幌別西小学校生徒 450名及
び保護者対象．2回目は同校 3―5回生 300名及び保護者対象．
・1月 29日，旭川市旭山動物園，参加希望者 130名対象．
・2月 3日，高知県立高知小津高等学校，理数科 1年生 38名及び保護者対象．
・2月 5日，高知県立高知小津高等学校，小・中・高校生を中心に一般希望者 70名を対
象．
















































10.51 m（1月 20日），深度 20.28 mと 33.17 m（21日），深度 52.07 mと 63.25 m（22日），深
256 山内　恭
度 81.08 mと 91.97 m（23日），深度 96.05 m（24日），地上大気（1月 25日）．サンプル数は，
深度 52.07 mが 1サンプルである以外は，各深度 3サンプル採取した．当初に予定していた
15―20深度のサンプリングは日程が短いため実施できなかったが，開発したサンプル手法は
はほぼ計画どおり実行することができた．
















　「しらせ」往路，東経 110度線及び西航開始直後の航路上 7地点にて，12月 3，4，5，6，
8，9，10日にブイの投入を行った．
6.2.5.　Argoフロートの投入
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